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 １２月１０日（日）「日本の宝島“天草”づくり講演会」が、

栖本福祉会館で開催され、まちづくり担当職員及び市民

ら約２５０人が参加した。 
 講演に先立ち、第６回天草市まちづくり・地域づくりの表
彰式があり、今年の「優秀賞」は鬼池ひなの会実行委員
会が受賞された。引き続き、事例発表が行われ地域に残
る「ひな人形」を展示し、住民集いの場としてお抹茶会や
ぜんざい会、子供たちと高齢者のふれあい会などを実施。
地元はもとより区域外からも多くの方々が来場し、過疎
化に悩む地域の活性化に貢献した事例が発表された。 

 また、講演会では『地域づくりは楽しい』という演題で愛

媛県市町振興課井上課長がお話された。井上氏は平成

２７年に総務省入省。同年自らが提案した地方創生人材

支援制度の第１号として鹿児島県長島町に赴任、７月か

らは副町長として今年３月まで約２年間、地域の課題を

捉えたユニークな施策で注目を集めてこられた。 
 中でも、長島町で実践された卒業後１０年以内に地元
に戻れば返済金を全て補てんする「ぶり奨学金制度」が
印象的だった。出世魚で回遊魚のブリにちなんで「成長し
て戻ってきて」という意味でつけられたそうだが、返済を
補てんする原資を事業者などの寄附で調達し、自治体か
らの財政負担が殆どないというユニークな発想はこれか
らの地域づくりのヒントになった。 
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防犯パトロール中の部会員ら 

表彰状授与式＝鬼池ひなの会 

講演会のようす 
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　人口動静

１１月末

289

主な行事予定 

            １月   ３日（水 ）倉岳町成人式      １月 １１日（木 ）倉岳地区公民館全体講座        １月 １４日（日  ）えびす祭り・マラソン大会                       １月 ２７日（土 ）倉っ子フェスタ                         （予定のため変更になる場合あり）          
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。
 

 

 

   

 棚底城では立派な館跡や茶の湯道具等豊かな生活を示す遺物が出土して
います。では、城の城主はどんな人だったか？というとこれがはっきりしてい
ません。古文書に残るものでは、『八代日記』という人吉相良家の記録に「天
文２３年（１５４４）２月２日上津浦親類中、棚底下城」と記されています。この
年まで、棚底城は有明の上津浦氏一族衆の誰かが城主でした。この後、１５
６０年までは栖本氏がしばらく城を所有していますので、この時は栖本氏一
族や有力武将を城主として、攻め寄せる上津浦軍を防いだものと思われます。
１５６０年以降、再び上津浦氏の城となり、それ以降、棚底城の記録は見られ
ません。 
 地域に残る伝承では、城主萩原儀左衛門・城代大手与左衛門が、小西行
長・加藤清正と戦い敗れたという逸話があります。行長らによる天草攻めは１
５８９年のことで、志岐城（苓北町）・本渡城を攻めた記録しか残っていません
ので、実際に棚底城を攻めた可能性は低いと思われますが、伝承でも城主
名が伝えられている城は案外少なく、具体的な城主名が伝えられていること、
また城代の大手姓が棚底に今も残っていることは伝承の名残りとして、地域
に残る貴重な歴史と言えます。いつか、城主の名前を記した古文書等が発
見されることを願っています。          （天草市文化課   中山） 

棚底城通信 第２０号 

安くて美味しい「がね揚げ」の販売風景 

日頃はおしとやかな？母ちゃんたちのダンスに会場は最高の盛り上がり＝浦 婦人会 


